



Optimal Wage Schedule When a Life Underwriter Has Multiple Tasks 
 




Abstract: This paper investigates the wage schedule of a life underwriter with multiple tasks. A life insurance 
company desires life underwriters to effort not only to sell insurance products but also to monitor an insured. It 
concludes that every life insurance companies should weaken the incentive intensity of volume on her wage 
schedule in order to prevent to commit an insurance fraud. 
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として、以下の 2 つを考える。 
 (1)販売成績の向上(以下「タスク 1」と呼ぶ) 
 (2)事前審査の実施(以下「タスク 2」と呼ぶ) 
そして、生命保険募集人におけるタスク 1 に対す
る努力水準を 1e 、タスク 2 に対するそれを 2e とそ
れぞれ表記する。ただし生命保険会社は、





よる。いま各々のシグナルを 1x および 2x と書けば、
これらのシグナルの大きさは、以下の式のように
示すことができる。 
 iii ex ε+=  for  2,1=i                  (1) 














2,1, =ji , jiorji ≠= )は、ランダム変数の分散ま
たは共分散を表している。 
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また β は固定給である。 
 そして生命保険会社が危険中立者であるとすれ
ば、その利潤Πは、 
 ( ) weR −=Π                            (3) 
と書くことができる。ただし ( )eR は生命保険会社
の収入を示し、また ( )•R は連続・微分可能かつ凹
であるとする。 
 その上で、生命保険会社の期待利潤は、
[ ] ii exE = であることに注意すれば（ただし [ ]•E は
期待値の演算子）、 





 ( )( )( )eCwrU −−−= exp                   (5) 










eCC  for  jiorji ≠= を仮
定する。なお 02112 >= CC は、タスク 1 に対する










 ( ) ααβαα Σ−−++= TreCeeCE
22211
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ただし、 02122211 >−≡ CCCC である( 0>C は(8)
の 2 階条件を示している)。 
 (10)および(11)の含意は以下のとおりである。ま
ず仮定より 022 >C であるため、(10)の符号は正と
なる。つまり、タスク 1 のインセンティブ強度で
ある 1α の上昇は、タスク 1 に対する努力水準を引
















 では、タスクが 2 種類存在する場合における
適給与スケジュールは、どのようになるのだろう































 ( ) RrCI 1−Σ+=α                        (13) 
が得られる。ただし I は単位行列である。 
 そして(13)より、例えば、 適給与スケジュー
ルにおける 1α の水準は、両タスク間の関係を示す
ファクター( 12C , 12σ )のみならず、タスク 2 に固有







おける iα の水準は、 
 ( ) iiiiii RrC 11 −+= σα                     (14) 



























 タスク 2 に対するシグナルが観察できない状況
は、 02112 == σσ かつ ∞→22σ として示すことが
できる。それゆえ(13)に 02112 == σσ を代入した











α             (15) 
を得ることができる。なお、タスク 2 に対するシ




ほど、 12C と 22C の差は小さくなり、また同時に均
等報酬原理によって 1R と 2R の差も小さくなる。
換言すれば、両タスクの代替性の上昇は、(15)右
辺分子である ( )221221 CCRR − をゼロに近づける
効果があると言える。そのため、両タスクの代替
性の上昇は、 適給与スケジュールにおける 1α を
小さくすることが分かる。 
 も極端なケースとして、両タスクが完全代替
であるケース、すなわち ( ) ( )21 eeceC += のケース
を想定すれば、このとき 2212 CC = かつ 21 RR = で












社が 01 >α であるような給与スケジュールを提
示すれば、生命保険募集人はタスク 1 に対する努
力のみを実施し、タスク 2 に対する努力は全く行
わない。しかし、 ( )•R の凹性および ( )•C の凸性を
考慮すれば、この状態が 適給与スケジュールで
ないことは明らかであり、このことから生命保険
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